








18 19

ギャラリー「村の幼稚園」② ギャラリー「村の幼稚園」③

プロスナップ村　2018 年　地図⑳ チョー村　2018 年　地図㉑

バックプノン村　2018 年　地図⑱ トンレクラウ村　2018 年　地図⑲

クロプープル村　2018 年　地図⑰

プレクリアン村　2017 年　地図⑯プレイチュロウ村　2017 年　地図⑮

カオム・サムノクロム村　2014 年　地図⑦カオム・サムノルー村　2014 年　地図⑥

スダオカンラエン・プラム村　2015 年　地図⑨チュティール村　2014 年　地図⑧

スバイドムナック村　2015 年　地図⑩ クランリブ村　2017 年　地図⑪
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ギャラリー「村の幼稚園」④ ギャラリー「村の幼稚園」⑤

コンポンバスロゥタボン村　2019 年　地図㉓トロピエンクロプー村　2019 年　地図㉒

トクホート村　2019 年　地図㉔

ピアムポペッチ村　2020 年　地図㉕ トロピエンプリン村　2020 年　地図㉖

チュンピア村　2021 年　地図㉘ プレククンロン村　2021 年　地図㉘

トロピエンボーン村　2021 年　地図㉙ クロサス・トゥメイ村　2022 年　地図㉚

オサンダン・トゥメイ村　2022 年　地図㉛ カンダール村　2023 年　地図㉜

コホロート村　2023 年　地図㉝ トゥルポンロー村　2023 年　地図㉞



22 23

CYR設立の背景
　1975年4月、内乱と紛争が続い
たカンボジアで、社会主義共産化の
理想を掲げたポル・ポト派が政権を
握りました。農業主体の共同社会を
めざした同政権は、直ちに都市住民
を集団農場へと送り込み、厳しく管
理しました。後でわかったのは、ポ
ル・ポト政策に反した知識人への拷
問・虐殺・処刑によって有能な人材
が失われ、疲弊したカンボジアの復
興に大きな問題を残した事実です。
しかし4年後には、ベトナム勢力が
プノンペンに攻め入りました。強制
労働を強いられて苦しんだ10数万
人の市民は、解放後の社会混乱の中、
銃声が響くジャングルを経てタイ国
境へと向かったのです。 

　1979年11月、タイ・カンボジア
国境へと逃れ出た避難民の悲惨な状
況を、自分の目で確かめたいとタ
イ国境に向かった日本人、いいぎ
り ゆき（後のCYR設立代表）が見た
のは、カンボジア国境から50kmの
サケオの町外れに、タイ軍の大型ト
ラックが泥の塊のような避難民を
地に降ろす光景でした。タイ内務省
とUNHCR（国連難民高等弁務官事務

所）が共営するカオイダン難民収容
所が開設される直前のことでした。
地に降ろされたまま動けない人びと
のうずくまる姿があちこちにある仮
収容所前。この収容所内には、すで
に3万人を超える避難民（国際法上
の難民ではない）がおり、名ばかり
の病棟で3,000名余りが治療中、別
棟では布に包まれた新生児がたくさ
ん並んでいました。混乱のさなかに
生きる小さな命、その育つ力を守り
たい、これが多くのボランティアの
思いでした。

　1980年2月、幼児の心身の発達
に関心を抱き、これまで幼児教育の
研鑽を続けてきたいいぎりは、子ど
もの成長こそ将来の平和への道づく
りだと考え、日本に戻って、難民支
援、ことに、幼い子どもの発育を守
り、難民となった人々を支えようと
緊急アピールを出しました。その結
果、保育関係者・社会人・学生・企
業・組合など、全国から多くの善意
と協力が届けられ、「幼い難民を考
える会」が誕生しました。この「幼
い難民」の名称は、子どもを一人前
の人格と捉えた上で、活動を通して
学び、深める行為を意識して「考え

る会」としました。

難民キャンプで暮らす
家族と子どもたち
　一時期13万人を超える難民を収
容したカオイダンは、住民の出入り
を許さない有刺線に囲まれた場所
で、区画ごとに並んだ住まいは竹と
椰子の葉でできており、生活に必要
なもの、水、食料、燃料など、すべ
てが配給でした。
　1980年12月CYRは、カオイダン・
キャンプに最初の保育センター「希
望の家」を建て、保育者となる難民
の養成準備を始めました。越境する
難民が増え続けた当時、子どもの数
も増える一方で、受け入れ態勢がで
きていないキャンプ活動には心配の
種がいくつもありました。「希望の
家」では、学校教育も限られ、保育
について学んだこともない、若い人
たちが保育に関われるように、経験
者が未経験者と一緒に必要なプログ
ラムを検討する日が続きました。祖
国の将来を担う子どもの成長を促
す。そのためには子どもが楽しんで
学べる教材づくり、健康康管理、生
活習慣を重んじながら、他人への思
いやりを大切にする指導法を選びま

幼い難民を考える会 ― アジア紛争の歴史とCYRの歩み
した。13年間に７,833名の子ども
たちが学んだ「希望の家」の実績は、
教員養成の新しい方法に応じた教育
現場の実現でした。

保育の手引き：クメール語版・英文
版・日本語版の刊行
　1980年10月、「希望の家」のカ
ンボジア人保育者と日本人・タイ
人からなるCYRのボランテイア職員
は、連帯の絆に「子ども」の存在を
おき、遊ぶ、学ぶ、育つ環境の整備
に集中し、教材づくりの一環として、
カンボジア人によるクメール語ハン
ドブックの編纂を始めました。生き
生きとした子どもたちの写真とイラ
ストがふんだんに入ったクメール語
による「保育の手引き」は1981年
に完成。タイ国境沿いの難民村でも
使われました。
　その後、子どもの成長・発達に深
く関わる保育者や親のために、難民
キャンプでの実践を元に子どもの成
長、栄養や保健衛生、遊ぶ教材の作
り方をまとめた内容で、英語版とカ
ンボジア語版「保育のハンドブック」
が1992年に刊行され、カンボジア
国内の保育者の研修などに広く使わ
れてきました。またUNESCOや子ど
もと地域をサポートする財団を通し
て、他国の同様に恵まれない地域の
保育に役立てられました。
　さらに「保育の手引き」クメール
語版から日本語版への翻訳・出版
が完成したのは2004年９月。1980
年代にCYRボランティアとして難民
キャンプ活動に関わったメンバー
が、後に東京外国語大学で教鞭をと
るかたわら、同大学カンボジア語専
攻の学生グループを励まして、日本
語版刊行の運びとなりました。

タイ国境被災村での新たな活動
　1988年、タイ・カンボジア国境

沿いの地域には、カンボジアの紛
争による戦闘で被害を受けた村が
点在していました。CYRでは、あま
り外の世界には知られていない、タ
イ被災村での被害状況を調べていま
した。自分の国の子どもの生活環
境を自分たちの手で改善したいと、
タイ人職員４名が自主的にグルー
プDEC(Development and Education 
for Children)を組織して、動きだし
たのは1990年8月です。カオイダ
ンで手がけた仕事で学んだことを活
かせないか。そしてサケオ県の特に
貧しいパライ村とノンヤプロン村を
はじめ、地域の評議会が運営する保
育所を対象にして、いくつかの提案
をしました。例えば、保育に役立つ
教材づくり、その使い方、保育のあ
り方のトレーニングなどです。難民

キャンプでの経験を大事にしていた
タイ人や日本人職員が、村人との信
頼関係を築こうと、子どものおやつ
づくり、野菜の栽培などを村人と一
緒に作り伝えました。さらに地域行
政と協力して、アランヤプラテート
郡の17保育所の定期的な合同研修
や移動図書や県内全域の保育所の保
母たちの研修会も開催しました。タ
イDECの職員はネットワークづくり
を通して保育への理解を深めた保母
たちの学ぶ意欲に励まされながら、
活動を2000年まで続けました。

カンボジアの再生と地域保育所の
自主運営
　1991年10月、カンボジア紛争の
政治的解決として成立したパリ和平
協定によって、20年以上続いた内

写真©小林正典

写真©小林正典
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戦が終わり、タイ・カンボジア国境
の33万人あまりの避難民の帰還が
始まりました。カオイダン難民キャ
ンプの14,000人も、1992年の4月
から11月の間にカンボジアに帰還
しました。当時カンボジア国内に
は、国連機関や世界からの支援がほ
とんどなく大変厳しく貧しい状態で
した。
　 活 動13年 目 に 入 っ て い たCYR
は、カンボジア国内での新たな活
動態勢に対応したCaring for Young 
Khmer(CYK )の名のもとに、1991
年、事務所をプノンペンに開きまし
た。子どもと母親の生活環境向上を
めざした諸活動（保育所運営、保育
者養成、家庭相談員養成、医療協力、
小学校校舎建設・修復など）を始め
ました。いずれも自主運営に焦点を
合わせた活動です。プノンペン近郊
では、プノンペン市立病院に働きか
け、巡回診療、予防接種、乳幼児の
身体測定なども行いました。
　プノンペン市サムロンクロム地区
では、1992年にトロピエンタヌン
地域保育所、1993年にチェンメン
地域保育所を開設し、約80名の子
どもの保育を2005年まで続けまし
た。両保育所は、地域での自立をみ

すえ、カンボジアの団体、カンボジ
ア女性開発協会（ CWDA）をパート
ナーに保育所運営を一緒に行い、問
題点の解決に協力しました。しかし
パートナー団体が資金難で事業から
手を引くことになり、その後の自主
運営の見通しが難しく、保育所の閉
鎖を検討しました。さらに、プノン
ペン市教育局と協議し、２保育所の
子どもたちが、保育所の閉鎖後に通
えるようにしたいと、地区内の小学
校の中に公立テッカポンヨ幼稚園の
開設を支援しました。その後も保育
者の不足を補おうと、経験のある元
トロピエンタヌン保育所の保育者を
派遣するかたちでアシスタント保育
者の勤務をサポートし、外遊具の設
置や保育教材の提供、保育者の研修
などを2013年まで行いました。
　1992年１月、最初の保育所開設
はカンボジア女性協会とユニセフと
の話し合いにより、カンダール州プ
レイタトウ村に、1994年にはバン
キアン村での保育所開設が決まりま
した。当初、会からの資金協力は、
４名の保育者の手当て、米100kg、
給食・教材費を含む月額350ドル。
保育者研修では、子どもの身体の発
達と栄養、遊びの効果、遊具づく

りに焦点を置きました。2005年に
なって自主運営を目指す運営委員を
選び、予算・保育料の見直しや村民
への小規模貸付けを始めました。保
育料は日に100リエル（2.5セント）
のレベルでしたが、10年後の2015
年には2500リエル（62.5セント）と
なり、２施設の年間保育料総額は
2243.５ドルを記録しました。保育
所の収入を増やそうと、保護者の協
力を得て給食用野菜収穫、養魚、米
作りを数年続けました。委員会が力
をいれたのは、村民への小規模貸付
で、11年間に16,000ドル余りの利
息を得ましたが、2ヶ所の保育者給
与充当額は月平均41ドルに留まり、
自主運営への挑戦は実現にはいたり
ませんでした。

プノンペンのスラムで
現地NGOとの協働
　貧しくて農村では暮らせず、プ
ノンペンで仕事を見つけて、スラ
ムで暮らす家族はたくさんいます。
2002年、スラムで女性の保護と自
立、子どもの支援を行い保育所を運
営していたカンボジアのNGOケマ
ラから、資金難のため閉鎖した２ヶ
所の保育所の再開支援を求められま

した。2003年、同保育所２ヶ所の
運営支援として、保育者の人件費も
含め保育者研修、教材提供などを始
めました。また、どの地域でも働く
親たちが安心して子どもを預けられ
る場所がないこともわかり CYKは
スラムの別の村４ヶ所で保育所の設
置と運営への協力を2012年まで続
けました。都市部の地価は高く、公
有地の使用が限られる状況にあるた
め、高い家賃の支払いは保育所運営
の上で大きな負担になっていまし
た。このため会では、ケマラから独
立した２ヶ所の保育所の運営が続け
られるようにと、米や豆乳を支援し
て自主運営の援助を2020年まで続
けました。

公立幼稚園との関わり
　小学校が遠いため小学校を建て
てほしいという地域の要請を受け、
2005 年にはプノンペン郊外のプノ
ンペントゥメイ地区トロピエンスバ
イ村に幼稚園クラスを含む３教室の
小学校を建てました。2007年には
６年生までが通えるように、小学
校６教室２階建ての校舎を建てま
した。この村の住人は、市内の中心
部のスラムから強制的に移住させら
れた人たちです。事業開始前の地区
の98世帯の家庭訪問調査では、食
事も十分とれず、病気の治療が受け
られない、その日暮らしの家庭が
ほとんどでした。そのためCYRは、
2015年まで朝給食の提供、歯科検
診、健康診断、布ボールづくりを委
託しました。事業終了時には近隣の
５村から800名近い子どもが通って
きました。
　2003年の時点では、会の限られ
た人材と資金をさらに活かそうと、
カンダール州のほとんどの既存の公
立幼稚園の状況を調べました。その
結果、保育者指導・養成の不足、建

物の老廃化、保育教材の欠如に向け
た対策が急務だと判断し、予算が限
られている州の幼児教育局と合同
で、郡ごとの巡回研修や全州の保育
者を対象にした様々な研修や保育教
材、外遊具，教材棚、図書箱を提供
するなど、の協働作業に取り組みま
した。
　カンダール州では2004年から7
年間、154の公立幼稚園を支援の対
象とし、335名の保育者が学びまし
た。
　その後、教育省幼児教育局の要請
があり、僻地を中心に支援が必要な
13州にある公立幼稚園で働く保育
者を対象にして、州ごとに教材研修
と教材配布をしました。
　 ま た カ ン ボ ジ ア 政 府 が、2008
年 か ら2016年 に 全 国 に 開 設 し た
1,451ヶ所の地域幼稚園全てに保育
教材のセットを研修し提供しまし
た。教材として子どもたちに特に喜
ばれ、今も続けて使われているのは、
布人形・ボール、木製パズル、絵本、
文字と数のパズル、クメール文字
カードなどの全てです。カンダール
州での事業を含め、2004年から19
年の間に研修に参加して学んだ保育
者は6,825名を数えます。

半日保育の「村の幼稚園」
　長い内戦が人々の暮らしと経済に
落とした影響は計り知れないものが
ありました。カンボジアの復興・開
発がすすめられていく中、会は、こ
れまで30年余りの間、教育省・地
区委員会、地域住民・保護者と連携
して、カンボジアの幼児教育の充実
と基盤づくりに関わってきました。
カンボジアの NGOに協力してスラ
ムの保育所の運営、保育の場所があ
り保育者がいても保育環境が整わな
い全国の公立幼稚園、地域幼稚園が
必要としていた保育教材の研修・提

供などです。同時に、農村での1日
保育の難しさを経験して、より多く
の子どもたちが幼児教育にアクセス
できるようにと考えたのが、半日の

「村の幼稚園」モデルでした。

国境を越えた難民に学んで　　
　私たちが最初に出会ったのは、タ
イ国境の町に運ばれてきた空腹で傷
つき、追われて病み、衰えて声もな
く、明日への希望を持てない大勢の
カンボジア人でした。
　「幼い難民を考える会」の活動は、
内戦で破壊されつくしたカンボジア
の社会で、将来を担う幼い子どもた
ちが、一人でも多く、より質の良い
楽しく学べる場所を増やすことでし
た。
　難民キャンプでの経験から会が学
んだことは、難民を出さない社会づ
くりです。それぞれの地域で人々が、
家族とともに過ごせる安定した暮ら
しです。それは、地域の人たちが、
自分たちの暮らしの中に、子どもの
未来を思い描ける社会です。地域の
行政や村の人たちと協力してさまざ
まに繋がり合う機会を作り、子ども
の親を始め、地域全体で子どもの成
長を応援していけるようにすること
です。地道な地域に根ざした活動か
らは、少しずつ幼児教育や幼児の成
長への理解がひろがり、自立への歩
みが大きく前進していきます。



26 27

謝辞
　「幼い難民を考える会」の活動を、長年にわたりご支援をいただきカンボジアの子どもたちの成長を見守っ
てくださいました会員や支援者の皆さまに改めて厚くお礼を申し上げます。
　44年前のカンボジアの難民の惨状に、力になりたいと始まった「幼い難民を考える会」の活動は、数え切
れない数の、皆さまからの熱い思いとその強い力を軸に、難民キャンプでの活動を続けられました。私たちは
破壊され混乱で傷んだ貧しいカンボジアの村や町で、地域の人たちと一緒に、子どもたちが安心して過ごせる
環境作りを行なってまいりました。この地道な取り組みは、確実に地域に根付づいてきています。
　遡って、カンボジアで新政権の成立直後、ポル・ポト派が闘いを続けていた1994年4月、名古屋の企業27
社による募金寄付のおかげで、サムロンクロム村の小学校５教室の校舎が完成しました。そして大宮の小学生
たちがこの小学校生徒と交流、北海道の小学校PTAと生徒との交換などが続きました。このように子どもたち
が直接関わる支援は、会にとってこの上もない喜びでした。
　そしてカンボジアの保育園というと切り離せないイメージは、子どもたちがいつも抱えている布人形と布
ボールで、「みんなで布チョッキン」活動に参加いただいた企業、学生グループ、個人や子どもたち、大勢の
関係者のご協力には計り知れないものがあります。カンボジアの貧しい家庭を支え、全国の幼稚園の子どもた
ちに遊びが広がっています。
　また、カオイダンの「希望の家」で、帰国後に役立つ職業訓練として母親たちに大切にされた織物教室は、
伝統技術の復活と女性の自立を掲げた1997年のプノンペン織物センター、その後のタケオ州の織物研修セン
ターの開設につながりました。伝統的な絹絵絣の技術習得や藍染め技術の復興、その後の自立運営へと日本で
の反響にあわせて支援活動にも広がりがでました。
　助成団体、支援者グループ、個人の方々が建設・修復してくださった施設の建物、トイレ、校舎、園舎を始
め、ゆで卵募金、絵本印刷、外遊具募金など、多くのご支援を頂戴しました。長年お心配りをいただき、「幼
い難民を考える会」を今日まで支えてくださり心から深く感謝いたします。ありがとうございました。　

幼い難民を考える会
代表理事　関口晴美

年表 −「村の幼稚園」事業を中心に（2008年〜2024年）
西暦 カンボジア等の情勢・政策 カンボアでの事業 日本での事業

 FTI3年計画（2008~2011) 全国公立幼稚園支援開始、全国の新地域幼稚園へ教材研修。提供開始

地域幼稚園450ヶ所新設

2009 国家開発計画(2009〜2913) 全国公立地域幼稚園支援開始

「村の幼稚園」カンダール州２園開設 東日本大震災被災地で保育の場運営、遊具・教材支援、

（プラサート、タプロム） 就学の子ども支援

2012 藍染め技術復興研修開始。ピダン技術研修開始

カンボジア人職員による事業運営始まる カンボジア伝統絹絵絣「ピダン」展示会 阪神百貨店

「村の幼稚園」タケオ州３園開設

（カンダール、プムプノム、トロピエンクロライン）

教育省からGPE1,000ヶ所の地域幼稚園への教材提供。研修要請

幼児教育５ヶ年計画 全国の新地域幼稚園へ教材研修。提供開始

５歳児の75％が就学前教育のアクセス 「村の幼稚園」カンダール州４園開設

GPE３年計画 (2014〜2016) (チュティール、カオム・サムノルー、カオム・サムノクロム、リアンチュウ）

地域幼稚園を1,000ヶ所開設 藍染め絹糸技術指導

「村の幼稚園」カンダール州１園開設 「村の幼稚園」支援メニュー作成企業向け

（スダオカンラエン・プラム）

最後の日本人職員が帰任

「村の幼稚園」カンダール州２クラス開設

（スバイドムナック5歳児クラス、4歳児クラス）

「村の幼稚園」カンダール１園、コンポンチュナン州２園開設 東日本大震災被災地支援終了

（クランリブ、プレイチュロウ、プレクリアン）

地域幼稚園スタンダード認定制度始まる 「村の幼稚園」コンポンチュナン州５園開設

（４月：プロスナップ、チョー）

（11月：クロプープル、バックプノン、トンレクラウ）

新型コロナウイルス感染症予防のため全国で休園 モニタリング研修の強化、保育者能力強化研修

「村の幼稚園」コンポンチュナン州３園開設

（コンポンバスロｩタボン、トクホート、トロピエンクロプー）

新型コロナウイルス感染症予防のため全国で休園 家庭での子どものケア、教材制作、保護者指導

「村の幼稚園」コンポンチュナン州２園開設

（ピアムポペッチ、トロピエンプリン）

保護者の学習会実施 第14回かめのり大賞受賞

「村の幼稚園」コンポンチュナン州３園開設

（チュンピア、プレククンロン、トロピエンボーン）

幼稚園管理委員会の研修始まる 第57回社会貢献者表彰を受賞

「村の幼稚園」コンポンチュナン州２園開設

（クロサス・トゥメイ、オサンダン・トゥメイ）

学習コーナー教材制作ワークショップ開催

「村の幼稚園」コンポンチュナン州３園開設

（カンダール、コホロート、トゥルポンロー）

2024 保育者向け手引書の作成配布 カンボジア伝統絹絵絣「ピダン」展示
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    子どもたちの明日　141号(最終号）
　「村の幼稚園」事業まとめ　特別号
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　発行者：　関口  晴美
　特定非営利活動法人幼い難民を考える会
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　　プノンペン事務所（CYK)　2024年8月閉所
　　東京事務所（CYR) 2024年6月閉所
　連絡先：info.cyrtky@gmail.com
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　CYK/CYRの教材は、これからもカンボジアの幼稚園で活用されます！

　CYK/CYRの教材は素材、安全性などを考慮しながら作られています。温かみがあり、子どもが興味を持つ色あ
いで、楽しみながら学べるので、教育省の幼児教育局が地域幼稚園のカリキュラムに入れました。
　解散した後、これらをカンボジアの幼稚園でどのように使い続けられるか考えていたところ、CYK/CYRの教材
をウェブサイトでシェアしたいという連絡が入りました。ポーサット州で幼児教育活動を行っている団体TukTuk

（トゥクトゥク）の小柳真裕さんからでした。TukTukの活動はCYK/CYRと似ていて、とてもいい機会だと思いまし
た。どこの幼稚園もTukTukのウェブサイトにアップされている教材を無料で使用できます。CYRの片山さんと関
口さんに相談し、理事会の方々にも賛同して頂きました。教育省幼児教育局との協力で作った絵本などはプラック・
コソル局長から版権の承諾を得ました。
　CYK/CYRの作った絵本・教材・遊具がこのようなかたちで残ることで、これからもっとカンボジアの先生たち
に広がっていきますので、安心しました。本当にありがとうございました。
						      　　　　　　　　　プノンペン事務所長　チャン・スレイ
　　　　　　⬅︎ TukTuk の教材サイトに掲載してある CYK/CYR のリストはこちらから。
　　　　　　　 下記リストの教材が、今後準備でき次第掲載されます。
				    　　　　　　　     　　TukTukの活動についてはこちらから　➡︎

 
 

絵本 
CYK-1_ក"នកណ%uរនiងដ+ស_A-Mouse-And-A-White-Chalk CYK-16_សត./0នជ+វiត_Animals  
CYK-2_ប"5060កu/0រល9_Bona-Is-A-Good-Child  CYK-17_ស/:0រ;e=ប>=?0ស@_Tools 
CYK-3_=?06A0ទ+ណC_Clever-Tino    CYK-18_ពណE=កហម_Red 
CYK-4_ពH0លIឆKល9_A-Good-Dog-Popeal   CYK-19_ពណEeខMវ_Blue 
CYK-5_ស/N0ញ@ប+P0ក@_Three-Good-Friends   CYK-20_ពណEeQR0_Black 
CYK-6_ក"នទនS0យeចVW%0ប@បXY0ប@_Obedient-Rabbit  CYK-21_ពណEZបតង_Green 
CYK-7_ក"ន[0eចVIកខ\]នឱ_ល9_The Duckling That Know How To Take Care Of Himself 
CYK-8_ក"នពIពវ̀យaN0ត_A-Smart-Goat   CYK-22_ពណEeលbង_Yellow 
CYK-9_ ទ+ណCនiងIសcកeជ>ង_Tino-And-Shoes  CYK-23_ពណEស_White 
CYK-10_eរbងទ+ណC =សdច នiងIផ\=តសក@_Tino-Srouch-And-Melons CYK-24_កf50ព__Poetry 
CYK-11_ស"g0ពនiងផhរi0ន@_    CYK-25_j0គ+IឆKខluf_My-Dog-Akey 
CYK-12_ទនS0យn0ញ@=?06A0ខ_ង_A-Rabbit-And-A-Snail  CYK-26_ឱZផo=សuកIខpរ_The-Land-Of-Khmer 
CYK-14_Iផ\eឈ>នiងបIន\_Fruits-And-Vegetables  CYK-27_សdនកf50ព_កu/0រ_Children's-Poetry-Collection 
CYK-15_ក"នeសMវer0អកtរកខ_Khmer Consonants  CYK-28_ក"នឈ\uសស/N0ប@vN0_A-Deer-Killed-A-Tiger 

教材・遊具 
CYK-29_w%0រផhufអកtរកខ_Khmer-Consonants-Board   
CYK-30_w%0រផhufរxបy0ន_Car-Puzzle 
CYK-31_z0{0ងព_|}ន;g~0ប@រxបg0ពនiងw0តព_|}ន;g~0ប@រxបg0ព_Khmer-Consonants-Matching-Game 
CYK-32_តuកw%0=ក50ត@_Cloth-Doll    
CYK-33_?0ល@=ក50ត@_Cloth-Ball 
CYK-34_Iលcងចងn0fឬIលcងn0ប@គ"រ_Memory-Game 

地域幼稚園の保育者サポートブック 

CYK-35_eសMវer0ជfនdយ=គxមeតÄយ_សiកS0សហគមនÅស=/0ប@Iខទ+១នiងIខទ+២_CPS teachers-support-book-for-M1&M2 
CYK-36_eសMវer0ជfនdយ=គxមeតÄយ_សiកS0សហគមនÅស=/0ប@Iខទ+៣នiងIខទ+៤_CPS teachers-support-book-for-M3&M4 
CYK-37_eសMវer0ជfនdយ=គxមeតÄយ_សiកS0សហគមនÅស=/0ប@Iខទ+៥នiងIខទ+៦_CPS teachers-support-book-for-M5&M6 
CYK-38_eសMវer0ជfនdយ=គxមeតÄយ_សiកS0សហគមនÅស=/0ប@Iខទ+៧នiងIខទ+៨_CPS teachers-support-book-for-M7&M8 
CYK-39_eសMវer0ជfនdយ=គxមeតÄយ_សiកS0សហគមនÅស=/0ប@Iខទ+៩នiងIខទ+១០_CPS teachers-support-book-for-M9&M10 


